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チーム紹介

大城慶知…PO・ヤギが好き
松居宏紀…SM
松本 涼…開発者
山城瑠夏…開発者
上原正基…開発者, イラストレーター

チーム名：
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プロダクト・キャッチコピー



趣味で行う開発が後回しになりがち

4

開発背景

定期的にコミットする
仕組みを作りたい。



コミットをする
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開発背景

草を生やす

ヤギが食べる
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開発概要

ユーザー
開発が進まない

プロジェクト登録

コミットに応じて
ヤギからフィードバック
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デモ
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大変だったこと

●POの意図を理解するのが大変だった

●プロダクトバックログにしにくいタスクが多く、
落とし込むことが大変だった

●スクラムマスターが決まらない期間が
7スプリントくらい続いた
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工夫したこと

●「開発を長続きさせるため」という本来の目的を
忘れないように心がけた

●軽く作ってみてイメージを伝える手段をとった



10

改善点

●Trello のリストは、必要最低限に抑える。

●ユーザーからのフィードバックが
得やすい仕様にする
←実績をリアルタイムにする
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PBLを通じて得た学び

●タスクはなるべく小さく。ただし、元々の目的（何
がしたかったのか）は忘れないように気をつける。

●振り返りの時間管理の大切さ

●メンバーで解決できないときは
第三者に頼る。
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ご清聴ありがとうございました





6

開発概要

ユーザー

コミットが進まない

ログイン

認証

プロジェクト登録

コミットに応じて
ヤギからフィードバック
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開発概要

ユーザー

①ログイン

(OAuth)

②認証

③プロジェクト登

録

④ヤギからフィードバッ

ク


